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ご案内

１）参加登録はすべて、第39回日本腹部放射線学会HPから参加登録システムより各自、ご登録ください。
　　　　参加登録期間　：2026年 4月1日（水）～6月6日（土）
　　　　参加登録サイト：https://www.jsar.jp/39th/participate.html

　　※現地、会場での現金による参加登録は行いません。
　　　 当日もPCにて参加登録システム（クレジット決済）より、参加登録いただくこととなりますので事前

に参加登録をお済ませの上、お越しいただくことをお勧めいたします。

２）参加費は下記の通りです。
　　 現地会場にご参加の場合は参加登録時に配信されます「登録完了メール」をプリントアウトし受付にてご

提示ください。名札をお渡しさせていただきます。

正会員  5,000円 （但し、初期研修医は免除）

非会員  15,000円 （但し、初期・後期研修医は5,000円）

　　　※ 領収書・参加証明書については、参加登録完了メールに記載されておりますURLより各自でダウン
ロードできます。再発行はできかねますので、大切に保管ください。

日　時：2026年 6月5日（金）8：00
　　　　2026年 6月6日（土）7：30
場　所：米子コンベンションセンター1F情報プラザ
※ 当日も現地にて受付はございますが、現金での対面受付は行わず、すべて、WEBからの参加登録受付とな
ります。当日受付は混み合う可能性もありますので、極力、事前参加登録をお願いいたします。

※ 当日受付にて事前参加登録時に配信されます「参加登録受付完了メール」をプリントアウトしご提示くださ
い。引き換えに「名札」をお渡しいたします。

【一般口演】
　　・口演会場は２F　国際会議室です。
1）座　長
　　・ご担当頂くセッションの終了時間を厳守してください。一般口演の発表時間は以下のとおりとなります。
　　・一般演題CasereportorCaseseries：9分（発表5分、討論4分（病理コメントを含む））
　　・大会長公募症例：※症例数によって異なりますので、個別にご連絡させていただきます。
　　・一般演題PreliminaryResearch：10分（発表7分、討論3分）

2）発表者
　　◆「プレデジタルアトラス」について
　　　 発表者全員に学会ホームページ上で発表内容を「プレデジタルアトラス」形式で事前入力していただき、

非公開で「打田賞」事前審査に活用させていただきます。また、学会当日、充実した討論をして頂く為
に、病理コメンテーターの先生方による症例内容の事前確認をプレデジタルアトラスにて行いますので、
入稿の際には詳細な病理像を掲載できるよう予めデータのご準備をお願いいたします。

１．参加受付

２．当日受付

３．一般演題
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　　◆「デジタルアトラス」、学術誌「臨床放射線」掲載について
　　　 学会終了後に、掲載希望確認の上、「プレデジタルアトラス」を「デジタルアトラス」として学会ホームペー

ジに掲載いたします。また、選考委員より推薦された演題は日本腹部放射線学会が、学術誌「臨床放射線」
への投稿（「プレデジタルアトラス」＋「英文サマリー」＋「査読」）をサポートいたします。（学術誌「臨
床放射線」と「デジタルアトラス」のホームページ併載は二重投稿となりません。）

　　　＜タイムスケジュ－ル＞
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※）「臨床放射線」掲載予定は金原出版社の最終協議により決定いたします。

　　　＜執筆要綱（概略）＞
　　　①プレデジタルアトラス（＝デジタルアトラス）」

日本語入力
〔症例報告〕3,200字以上 8,800字以内
〔原著論文〕3,200字以上 12,800字以内
　　　　　　　※）図、表…1点を400字に換算

英語入力
〔CaseReport〕 2,000語以内
〔OriginalArticle〕 3,000語以内
　　　　　　　※）図、表…15点以内

　　　②「臨床放射線」
　　　　 選考委員により推薦された演題については、「プレデジタルアトラス」掲載内容を論文の体裁に整え

ていただき、英文サマリー（演題名、演者名、所属含100ワード以内）を追加後、査読・校正を通
して同学術誌へ投稿していただく事ができます。又、英語入力された場合は臨床放射線の投稿規定に
準じていただきます。

　　◆発表時間
　　　・一般口演の発表時間は以下のとおりとなります。
　　　　時間厳守をお願いいたします。
　　　　　　・一般演題CasereportorCaseseries：9分（発表5分、討論4分（病理コメントを含む））
　　　　　　・大会長公募症例：※症例数によって異なりますので、個別にご連絡させていただきます。
　　　　　　・一般演題PreliminaryResearch：10分（発表7分、討論3分）

　　◆発表形式
　　　・PCによる発表ですので、データもしくはご自身のPCをご持参ください。
　　　・会場に設置されるプロジェクターは1画面となり、解像度は1,920× 1,080ピクセルです。
　　　・当日は演者ご自身で演台上に設置されてあるキーボード及びマウスにて操作していただきます。
　　　・発表終了後、座長の指示の後、病理コメンテーターによるコメント、質疑応答に対応ください。
　　　　 病理コメンテーターがコメントをする際に、病理写真のスライドを使うことがございますので、最終

スライドの後に、発表で使ったものと同じ病理写真のスライドを再掲してください。発表で提示して
いない病理写真を入れることはできません。

　　◆PC受付
　　　 PC受付（2F　国際会議室前）にて、発表の30分前までに試写をお済ませください（十分時間に余裕

を持ってPC受付を行っていただきますようご協力をお願いいたします）。
　　　・PC受付での発表データの修正作業はご遠慮ください。
　　　・ PC本体をお持ち込みの方はデータ確認終了後、発表会場のPCオペレーター席（会場ステージ向かっ

て左側）までご自身でお持ちください。

演題登録 ◆第39回日本腹部放射線学会
「プレデジタルアトラス」入稿

掲載諾否最終確認

「プレデジタルアトラス」内容修正
（学術誌「臨床放射線」投稿は英文サマリー追加）

「デジタルアトラス」HP掲載
※）翌年「臨床放射線」掲載

「臨床放射線」査読（JSAR査読委員）・著者校正
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◆発表に関する注意事項
　　　・講演会場にはワイドサイズのスクリーン（16：9）をご準備しております。
　　　　標準サイズ（4：3）のデータもご利用いただけますが、ワイドサイズ（16：9）での作成を推奨します。

　　　＜データをお持ち込みの方＞
　　　　・ 発表はWindowsのPowerPointとなります。発表データはCD-R、DVD-RまたはUSBフラッシュ

メモリのメディアにてご持参ください（CD-RW、DVD-RWは不可）。
　　　　・ご発表用アプリケーションは以下のバージョンをご用意いたします。
　　　　　　WindowsPowerPoint：2021～ 2024、365
　　　　　※Macintosh で発表データを作成される方は、ご自身のPCをご持参ください。
　　　　・ フォントはOS標準で装備されているものをご使用ください。画面レイアウトの崩れを防ぐには、

下記フォントのご使用をお薦めいたします。
　　　　　　推奨フォント/日本語の場合MSゴシック、MSPゴシック、MS明朝、MSP明朝
　　　　　　推奨フォント/英語の場合Century、CenturyGothic、Arial、ArialBlack、TimesNewRoman
　　　　　 上記以外のフォントを使用した場合、文字や段落のずれ、文字化け、文字が表示されない等のトラ

ブルが起こる可能性があります。
　　　　・ 動画をご使用の場合は、PowerPoint とのリンク状態を保つため、動画ファイルも同じフォルダに

保存してください。ファイル形式は、WindowsMediaPlayer12（標準コーディック）で動作す
るファイル形式でご用意ください（推奨：mp4）。

　　　　　※AVI は CODECによって再生できない場合があります。
　　　　　　動画をご使用の場合は、ご自身のPCをご持参いただくことをお薦めいたします。
　　　　・音声は使用できません。
　　　　・ 発表者ツールは使用できません。発表原稿が必要な方は、あらかじめプリントアウトをお持ちください。
　　　　・お預かりした発表データは、学会終了後、事務局にて消去いたします。

　　　＜PC本体をご持参される方＞
　　　　・ PC本体をお持込みの方は、PC受付でのデータ確認終了後、発表会場のPCオペレーター席（会

場ステージ向かって左側）までご自身でお持ちください。
　　　　・ PCお持ち込みの場合は、外部ディスプレイ出力が可能であることを必ずご確認ください。
　　　　・ バッテリー切れを防ぐため電源アダプターをご持参ください。再起動することがありますので起動

の際のパスワード設定は必ず解除してください。
　　　　・出力端子がHDMI ピンでないものは、接続アダプターをご持参ください。
　　　　　※  D-sub15 やMiniDisplayPort などのHDMI 以外の接続はお受けで

きません。
　　　　・画面サイズ（解像度）は1,920× 1,080となります。
　　　　・ この環境で画面のすべてが不具合なく表示されることを、予めご確認く

ださい。
　　　　・音声は使用できません。
　　　　・ 発表者ツールは使用できません。発表原稿が必要な方は、あらかじめプリントアウトをお持ちくださ

い。
　　　　・ スクリーンセーバー、ウイルスチェック、並びに省電力設定（Macintosh の場合はホットコーナー

も）は、あらかじめ解除をお願いいたします。

【ポスター展示】
　・ポスター展示会場
　　一般展示：3F（第1～第3会議室）、5F（第4～第6会議室）
　　問題提示（クイズ）：2F国際会議室前ホワイエ
　・ポスター展示については、一般展示、問題提示（クイズ）形式の2種類があります。
　　各自ご発表の形式とパネルサイズを確認の上、作成するようお願いいたします。

<HDMI>
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1）座長
　・1日目の18：15～ 19：00にポスターディスカッションを行います。
　　発表4分、質疑2分で進めてください。

2）一般展示発表者
　・ポスターを掲示するパネルのサイズは下記の通りです。
　　　パネルサイズ：横90㎝×縦210㎝
　・ ポスターは、1日目午前11：00までに掲示してください。ポスター

を掲示するパネルに演題番号がついていますので、会場に用意され
たマジックテープを使用して掲示してください。

　・ 1日目の18：15～ 19：00にポスターディスカッションを行い
ます。発表者はご自身のポスターの前で待機してください。各セッ
ションの座長の進行に従って、発表4分、質疑2分でお願いいた
します。

　・ 2日目の全プログラム終了後は、直ちにポスターの撤去をお願いい
たします。終了後18：30過ぎても残っているポスターは処分い
たしますので、ご了承ください。

3）クイズ展示発表者
　・ポスターを掲示するパネルの大きさは下記の通りです。
　　　パネル上（出題）　　：横90cm×縦105cm
　　　パネル下（解答解説）：横90cm×縦105cm
　・ 出題部分には患者の年齢、性、簡単な主訴や経過、症例の画像のみ

を提示するように作成してください。
　　 図の説明は検査法のみとし、所見の解説はつけないようお願いいた

します。矢印や矢頭はつけていただいても構いません。
　・ 解答解説部分には演題名に続いて、画像の説明、最終診断、症例の

解説をお願いいたします。出題部分と重複してお示しいただいても
構いません。

　・ 上記の原稿を指定日までに事務局宛に送付してください。解答・解説部分を隠して掲示致します。なお、
第1日目の18：00より解答・解説部分を公開いたします。

　・ クイズ展示に関して座長の設定や口演発表ならびにポスター前で待機していただく必要もございません。
　・ 2日目の全プログラム終了後は、直ちにポスターの撤去をお願い致します。終了後17：50過ぎても残っ

ているポスターは処分いたしますので、ご了承ください。

日　時：6月5日（金）11：20～ 11：50（30分）
場　所：口演会場　2F　国際会議室

クイズ企画の問題が6月5日（金）11：00よりロビーにて掲示されており、参加受付にてお配りいたします「ク
イズ企画応募用紙」に記入の上、応募箱に入れてください。皆様、奮って解答ください。
なお、回答は6月5日（金）18：00以降に公開されます。
「クイズ企画応募用紙」より解答を応募された中からクイズ症例優秀者表彰を6月 6日（土）15：25～　
2F　国際会議室にて行います。上位の方には、大会長より心ばかりの賞品をご用意しております。
皆様、是非ご参加ください。

日　時：6月6日（土）14：50～ 15：20
場　所：２F　国際会議室

４．社員総会（世話人会）

５．クイズ企画

６．打田賞受賞講演・表彰

P-1200

2100

200
900

※演題番号は事務局で準備します


